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自治停の「国厩偏鵬」は国●を饂える
ー「核肩纏」を欝える広畠會長鱒、スコット9ンドの傭覇一
立臼や逗9四西硲乏がご遠や

田巻一彦

NPO「ピースデポ」理事

脱軍備ネットワーク「キャッチピース」運営委員

「（略）国民保護法にあいては、日本が攻撃を受けた場合をいろいろと想定し、対処のだめの基本指針を示

している。こうしだ想定の中に『核兵器による攻撃』も含まれているのであるが、核兵器攻撃に対する指

針としては『爆心地周辺からだだちに離れる』『避難に当っては、風下を避ける』など、当然のことが述べ

られている。しかしそういうことがどの程度可能なのかについては何も示されていない。さらに核攻撃を

受けだ時、一瞬のうちに溶け、あるいは炭になって死んでいく人だちのことについては一言も書かれてい

ない」。（葉佐井博巳、「核兵器攻撃被害想定専門部会」部会長）

広島市の「核兵器攻撃被害想定報告書」 (07年 11月）

広島県国民保護協議会に設けられた「核兵器攻撃想 クリート建物であればより安全です。

定専門部会」が07年 11月9日に発表しだ「報告書」 ●上着を頭から被L）、口と鼻を1＼ンカチで覆うなどに

の冒頭で葉佐井部会長は上のように言っている。葉佐 より、皮膚の露出をなるべく少なくしながら、爆発地

井氏は、被爆者として、そして長く被爆実態の調盃に 点からなるべく遠く離れましょう。その際、風下を避

携わってきた経験から核兵器の被害からは到底逃れら けて風向きとなるべく垂直方向に避難しましょう。

れないことを良く知る一人として、被害想定を議論す ●屋内では、窓閉め・目張りにより室内を密閉し、で

る「専門部会」の部会長を引き受けるにあだっての遂 きるだけ窓のない中央の部屋に移動しましょう。

巡を報告書冒頭で、率直に吐露している。しかし、核 この「対処策」は、以下に紹介する広島市の「被害

の拡散が世界的に懸念され、日本国内でも核武装の道 想定」を見れば明らかなように、核兵器攻撃にはほと

を開きかねない動きが見える中で「この時期に、あえ んど無力である。その代わりに「核兵器攻撃でも生き

て核兵器攻撃に対する様々な問題点を洗い出すこと 延びることができる（かもしれない）」という誤解を

は、ある意昧で有意義なことと思い、この報告のとり 市民の間に広める役劉だけは果だす。広島市の「被害

まとめを引き受けることにしだ」（「はじめに」）。 想定」の第 1の目的は、この「誤解を払拭する」こ

05年9月に政府が発行しだパンフレット「武力攻 とにあっだ。

撃やテロなどから身を守るだめに」＊1から、「核攻撃」 11月9日に発表されだ「報告書」＊2と「概要」＊3

の部分を抜粋しよう： は広島市のHPを参照。

●閃光や火玉が発生しだ場合には、失明するあそれが ＊1．nttp:IIwww.kokumlnhogogo」p/Sl1町ou/hogomanual.htm 
あるので同ないでください。 ＊2 http://www,city.h!roshima.jp/www/contents/1195002096660/fiies/ 

●とっさに遮蔽物の陰1こ身を隠しましょう。近隣に建 ：oukokusyo.pdf 
物があればその中へ避難しましょう。地下施設やコン 辿江辛i

3 http !!W¥VW CItv hiroshima !p,\\\I内I’{り‘~iles/

＜被害想定＞ は「溶け、炭となって」（葉佐井部会長）、次のよう

下表に示すのは核兵器が上空で爆発しだ場合の「被 な死傷者が出ることが推計されだ。これは「控え目1こ

害想定」の要約である。核爆発のエネルギーは爆発後 見積もっだとしてもこれくらいの被害＇よ出るだろラと

0秒～約 10秒の間にほとんどが放出される。このご いうもの」であ（）、「条件によし）そ乙西白こ一‘:‘、し

く短時間のうち1こ、人々は①放射線被害、②爆風によ る場合もあるが、さらに数侶以上の被害になる刀もし

る被害、③熱風1こよる被害、④電磁パルス及びその他 れないこと1打覚悟せざるを得ない」と「報告書」はこ

による被害、といっだ多くの被害を受け、多くの人々 とわっている。

核兵器の威力
16キロトン 1メガトン

(62年前と同じ）

爆発高度 600 m 2.400 m 

推 急 死者 6万6千人 37万2千人

計 性 負傷者 20万5千人 46万人

結 期 死傷率 46.90% 61.30% 

果 後障害 被曝者 15万5千人、白血病・がん 1万3千人 被曝者4万6千人、白血病．がん 1千人

く結論＞

これらの被害想定から「報告書」は次の結論を導く。

※短期的な人的被害の軽減をもって、核兵器攻撃から

く、そのだめには唯一、核兵器の廃絶しかないと答え

ざるをえない。

市民を守ることができると言うことにはあまりにも無 く国民保護計画素案＞

理があるであろう。 上記の結論を含めだ「国民保護計画素案」＊4は07

※市民を守るには核兵器を使用させないようにするほ 年 11月 19日の「国民保護協議会」で承認されだ。

かに万策はない。 パプリックコメント収集などを経て、本年度末までに

※しだがって、核兵器攻撃から市民を守ることはでき 正式に決定される。

ず、市民を守るには、意図的であるか偶発的であるか ＊4 ~119_5_QQ209666製files/

を問わず、核兵器攻撃の発生を防止する他に方策はな 空工立

長崎市は「計画」から「核攻撃」を削除

長崎1こあいても、「国民保護計画」にあいて「核攻撃」 記載しだ）他市町村の計画との整合性がとれない」と

をいかに扱うかが焦点となっだ。故伊藤一長市長は計 して、修正を要求、 07年 11月までに 15回の折衝が

画策定にあだって再三にわだり国に対して核攻撃によ 行われてきだが、両者に接点は見出されていない。伊

る「被害想定」を明らかにするよう求めていだが、国 藤市長の核廃絶への取り組みを継承しだEB上富久市長

がこれに応じないだめ、 07年 1月、「計画」から核攻 の裁断が注目されていだが、田上市長1古頑張っている。

摯への対処を削除、市の国民保護協議会もこれを承認 喋の圧力（そうさせているのは多分国なのだが）にく

して長崎喋に提出しだ。長崎県は、「（核攻撃対処を し・けないような世論の支えが必要である。

「国民保護」と自治体の平和カ

二つの被爆都市の「国民保護計画」は、同じく「核 爆都市として、核廃絶のだめの努力を怠らないという

攻撃から市民を守る術はない」という認識に立ちなが 決意と実績である。広島市長は国際ネットワーク「平

らも、具体的な対応は一見して異なるものとなってい 和市長会議」の議長として、長崎市長は、「日本非核

る。しかし、両者に共通の背景として流れるのは、被 宣言自治体協議会」の会長として、核廃絶運動の重要

2
 

月刊キャッチピース No.151 2008.01.20 1988年6月18日第三種郵便認可（通巻 220号） 月刊キャッチピース No.151 2008.01.201988年6月18日第三種郵便認可（通巻220号） 3
 



な一翼を担っている。「NPT再検討会議」にあいては 制」の一部であり、油断をすれば戦時体制への国民（住

自治体セッジョンの中心を担い、 96年の「国際司法 民）の統合・動員の仕掛けとして懐能しうることは事

裁判所」にあける核兵器使用等の合法性に関する審議 実である。しかし、私は、国民保護を巡る議誦は、自

でも、二人の証言は、大きな感盆名を国際社会と市民に 治体のさまざまな平和政策を、「理念的なもの」から

与えだ。長崎市が「核兵器攻撃」を計画から削除した 「やらねばならぬこと（責務）」へと引き寄せる手がか

ことに対して、一部からは「市の責任放棄」という批 りとして活用しうるという側面に、むしろ薔目しだい。

判があるが、市の取リ組みの全体を見れば批判は当ら 少し古い数字だが、 07年 7月 1日現在、全国

ない。 1827市町村のうち、国民保護計画が未策定なのは

防衛•安全は「国の専管事項」とされる。だが「国 73自治体とされている。ここには広島、長崎に加え、

民保護法」は、住民の生命を守る一義的責任を自治体 当初ガら計画策定を「拒否」している国立市なども含

1こ委ねている。であるならば、市長だちは「核廃絶」 まれるが、作られだ計画を丹念に読み込めば、広島、

という、ナジョナルなあるいはグローバルな課題への 長崎以外にも平和運動が活用しうる認識や文言を見つ

取り組みを、「国民（住民）の保護」という責任を果 け出せるかもしれない。それを評価し、強化していく

だすだめの責務であると、「再定義」することができる。 ことが、地域平和運動のひとつの仕事ではないだろう

市民の側からもそのような議論を「自治体」という現 か。

場で展開することができる。国民保護計画は「有事法

自治政府が「非核スコットランド」を宣言

イギリスでも自治体（スコットランド自治政府）が 強調した部分は、決議に反対する保守党、労働党等

注目すべき動きを見せている。 からの修正要求によって挿入されだ。しかし、このフ

保有する唯一の核兵器ジステムであるトライデント レーズによってあしろ自治体としてのスコットラント・

ジステムが耐用年限を迎える 2025年を前にして、イ 議会のスタンスは明確になっだように思われる。日本

ギリス政府と議会は同ジステムの更新を決めだ(07年 と同じように、防衛問題はイギリス連邦政府と議会の

3月 14日）。これは、 2050年以降も引き続き核兵器 専権事項である。であるがゆえに、スコットランドは

ジステムを製造、配備することを意昧する。しかし、 計画を進めないことを、政府・連邦議会に対して「要

トライデント潜水艦の基地であるファスレーン海軍基 求する」のである。

地と弾頭備蓄基地に係わるスコットランドから抵抗の 10月22日には、首都グラスゴーで自治政府王催

「のろし」が上がっている。 の「トライデント・サミット」が開かれ、教会関係者、

07年5月3日のスコットランド議会選挙では「非 労働組合、市民運動などが参加、トライデント配備が

核スコットランド」を公約とするスコットランド国民 スコットランドに与える影響を議誦しだ。この席上、

党（「民族党という訳もある）が多数派となっだ。 6 ニコラ・スタージョン自治政府副首相は「防衛問題が

月4日には、スコットランド議会は次のような動議 現在ウェストミンスターの専権事項であることを踏ま

を採択しだ。 ょ、英国政府1こ我々の強い反対の惹志を伝達すること

「議会はスコットランド選出の国会議員の大多数 が重要である」と述べ、自治政府の権限で実行できる

が、 2007年3月 14日にトライデント更新を拒否 ことはすべて行う意志があると表明しだ。自治政府の

する票を投じだことを慶賀し、防衛問題に関する決 権限の中には、施設の建設許可、環境汚染の審否、輸

定はイギリス政府と議会の専権事項であることを認 送の安全性のチェック、港淫施設や航行の安全性など

墨し、よってイギリス政府が白書「連合王国の核抑 が含まれる＊5。

止の未来」（注： 3月 14日に採択されだトライデ ＊5 http://www.scot|and.gov.uk/NewsIReIeasesから

ント更新の文書）の提案を現時点で進めないことを 検索。

要求する」。
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サルモンド自治政府首相は、 07年 10月、 NPT（核 べ、「合後のNPT会議に、スコットランド自治政府が

不拡散条約）締結国の駐英大使1こ宛てた書簡で、 6月 オブザーバーとして参画する」意思を明らかにし、各

4日の決議を引用しながらスコットランドの決意を述 国からの支援を要請しだ。

「専権事項論」を超えだ自治体の「権威」

スコットランド政府が繰リ返しているように、防衛 し行動することができる。人々と近い位置こいる社会

問題はイギリス政府の専権事項である。この事情は日 母体として、人々の安全や生命を守り、人々の意思1こ

本にあける政府と自治体の関係と何ら変わることがな 忠実であろうとする責務1こ裏打ちされだ「権威」であ

い。 る。この「権威」を自党すれば、自治体は国を介さず

それでもなあーいや、であるがゆえにというべきだ に直接国際社会に繋がることも可能である（その「効

ろう、自治体は政府の方針に対してはっきり反対の意 力」は別として）ことをスコットランドの挑戦lcl:示し

志を表咀することができる。自治政府の行使しうる権 ている。

限やその有効性を誦じる前に、ます「民意を表明する 冷戦時代にイギリス政府が作っだ核防御マニュアル

こと」が自治体の一義的な役割である。その動機が、 「防御して生き残れ」 (Protectand Survive)に対抗し

環境問題など住民が直接に受ける影響への懸念は当然 て、 CND（核廃絶運動）の E.P.トンプソン氏は 80年

のこととして、地球市民の一員として核抑止からの脱 代初頭、「抗議して生き残れ」 (Protestand Survive) 

却、核兵器の廃絶を求める強い意志が働いていること というパンフレットを書き、核廃絶だけが生き残る道

が重要である。さらに、「NPT締約国」という国際社 だと王張しだ。中距離核戦力(INF)の配備という時代

会に直接自治体の声を届けるというアプローチも新鮮 状況の中で、イギリスの非核自治体運動は裔揚し、多

である。 くの非核自治体は連邦政府の王催する核防御訓練への

広島市や長崎市の核廃絶への取り組みも、「権限」 参加を拒否しだ。その底流に流れるのが国の言う「防

に裏打ちされていないといえる。しかし、自治体は「権 御」ではなく、抗議して「核廃絶」を勝ち取ることこ

限」はなくとも、地球市民の一員としての市民から付 そが、「生き残る」ために有効な手立てであるという

託された「権威」（と敢えて呼ほう）を背負って発言 考えである。

提案 「北東アジア非核兵器地帯」による非核自治体の再活性化を！

広島、長崎、そしてスコットランドの挑戦を手が 剣に国民（住民）の保護を考えるならば、核廃絶の第

ガリに、私だちはどのような自治体運動が構想でき 1歩として私だちが住む北東アジアを非核地帯にしよ

るのだろうか。その一つとして私が提案したいのは、 う」と具体的に呼びかけることをとあして、「自治体

全国に 1444(07年 11月現在、全自治体 1874の約 の平和力」をさらに一歩、力強いものにしだいと思う。

60%)ある非核宣言自治体に再び力を吹き込むよう ◆● 

な草の根運動である。 （この記事は、「第 8 回非核•平和条例を考える全国集会」(1 月 26 、 27 8) 
での講演予塙に加筆したものです：筆者）

日本で「核攻撃」が一定のリアリティを持って受け

止められている理由の一つに、朝鮮民王主義人民共和

国による核開発問題があることは間違いない。この「脅

威」に対して、「国民保護計画」よりも「迂遠かもし

れないが、有効な対抗策」がある。それは、朝鮮半島

そして日本も含む北東アジアを非核兵器地帯にするこ

とである。

「非核宣言」と「国民保護計画」の両方を持つ自治

体が全自治体の約 6割に達する。自治体に対して「真 08.01.21、「パスストップから基地ストップの会」
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鱚2次直攘請齋置働蜻まる
厩子力室量の墨港化の是非を問う
住昆投票を成功させよう！

新唐裕史

（非核門民宣言運釦・ヨコスカ／住民投票を成功させる会共同代表）

横須賀市議会が「原子力空母の是非を問う住民投票

条例」を否決しだのが昨年 2月。以後、「住民投票を

成功させる会」は事務局会議と全体会で議論を重ね、

昨年 11月 19日の全体会儀で、再度住民投票条例の

直接請求を行うことを決めだ。

市議会が条例案を否決した後、「成功させる会」の

継続が承品されだときから、「もう一度直接請求」の

万向は決定していだが、新たな住民投票条例の性格を

巡って、時間をかけだ議誦が積み重ねられていだ。

●否決後の動き

市議会が 10対31で条例案を否決したことを伝え

る東京新聞は「数字に表れた採決の結果は大差だっだ

が、反対票に潜む苦渋と相克を考えれば、実際の差は

わずかでしかない」 (07.02.09)と書いだ。

注目されだ否決後の市議会議員選挙では、条例賛成

派はひとりしか増えなかったが、大きく見れば、条例

案に賛成しだ議員は、票を伸ばし、反対した議員は票

を減らしたという傾向は明らかにあっだ。 140年続く

基地の町に、ほんのわずかだけれど、新しい風が吹き

はじめだと市民は感じだ。

さらに大きな変化は、市議会が常設型の住民投票条

例の勉強会をスタートさせだことだ。市民からの請求

を繰り返し否決すれば、議会の信頼性そのものが損な

われる、という危懐感が、勉強会の設置こつながっだ

という。市民の条例案を否決しだ市議会ではあったが、

市民の声は形を変えて届いている。

●なぜ、もう一度住民投票条例なのか

蒲谷市長は、条例案否決直後の定例市議会の施政方

針で次のように述べだ。

「37,000人余の署名の重みを受け止めている。安全

面での市民の強い不女を、米国や米海軍などにしっか

L）伝え、万全な対策を求めていく」

しかし、その後の横須賀市の対応ょこうか。

昨年夏に実施されだ 10回の「原子刀空母安全安心

対策説明会」では、米軍に代わって、事故は起きない

との説明を繰り返しだ。「説明会」への疑問の声を集

めだ市民有志の再質問への回答は拒否という、驚くべ

き対応が始まっている。

「説明会」で実務を担当しだ職員から回答拒否につ

いて理由を聞いだ。「公式見解」の繰り返しだっだが、

最後に彼は「私だちの手の届かないところ」と、市の

回答拒否が決定されだ「場所」を読明しだ。

10回の話し合いを担当し、市民に直接「安全」に

関して説明をする職員。一方、市民からの再質問には

応えないと決めた「手の届かないところ」の人々。そ

のふだつをうまく使い分けることで、横須賀市は原子

カ空母の安全問題について、市民の口をふさごうとし

ている。

本気で原子力防災を実施しようとするなら、まだ本

気で市民を原子力災害から守ろうとするなら、批判的

な市民も含め、それらの仕事は市民との協動なくして

はできないはずだ。しかし、「手の届かないところ」

の人だちは、そこから逃げだ。

2008年8月、
原子力空母の横須賀配備は

てよ投i
いう・'ih1 
るとぞ民

”1こフぶ紐四は は

1贔

讃9g~:•ゞ'"' ．ぎ羞5・、X'・,繁ぢャ・ター'”,,,、

: ].9ざ［り姦 IJごi八足い：＇ら~じ~）9土・落，1
原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
桟泊磁市若松町112 ぷ茫ピi>3禁8 TEL.C45^8匹•€663 FAX046-824-6663 匹花308@rgte•errO'-gn-y,;,KOSLI双aorg
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広報の原子力空母の安全性に対する「O&A」にも

大きな変化があっだ。「事故は起こ，）うる」というの

が横須賀市の基本的な立場だったはずだが、 07年 11

月に全戸配布されだ広報に掲載されだ原子力空母につ

いての「O&A」には、「事故は起きない」という立場

への地滑りが随所に見える。

そして明らかになっだ、米艦船の不祥事と隠ぺいエ

作。

横須賀にも寄港したことのある原潜パンプトンで、

決められだ原子炉の安全点検が 1ヶ月以上も行われ

ず、その事実を隠ぺいするだめに、点検記録が改ざん

されだという事件。

もうひとつは長崎に寄港しだイージス艦「ハルゼイ」

が寄港中に火災事故を起し、式典に参加しだ兵士が

酔っていたため消火活動に影響があったという事件。

火災の事実は、寄港地の自治体へも、海上保安部にも

通報されないままだ。

米軍との信頼関係のみにたよる安全対策の危うさ

が、こうしだ事件から垣間見える。安全対策ひとつとっ

ても、蒲谷市長の米軍のいいなりの姿勢を変えなくて

はならない。そのためにも、合一度横須賀市民が自ら

の惹思を表明することが重要ではないか。

否決直後に行われた市民アンケートでも配備反対

は65％に達している。住民投票の必要性については、

74％の市民が賛成してくれている。こうしだ市民の

声が、正しく聞かれないまま来年8月を迎えていい

はずがない。

●再協議という場

蒲谷市長が原子力空母を受け入れ、浚渫工事も始

まっていて、再度の住民投票1こどれだけの力があるの

か、という疑問を持つ万もいるかもしれない。

だとえ否決されても、それでも再度チャレンジする、

という取組みの中に、市民の力が大きくなっているこ

とが示されていると、考えてほしい。基地の町が変わ

るだめ1こは、まず市民が変わらなければならない。そ

のだめ1こも、何度でもやるよ、というスタンスは必要

ではないか。

もうひとつほ、より具体的に有効な側面だ。

蒲谷市長が 12号バースの追加整備工事の協議に応

じだ時のことを思い出そう。 • 

市長は、防衛施設庁長官へ提出しだ文書の中で、協

議に応じるのは「現状の整備工事について」であり、「後

継艦問題に対する市民及び国民の懸念が決して解消さ

れているとは考えてありません」としたうえで、「当

該施設に付いて将来何らかの変更を加える場合、港濯

管理者として、港淫法の摘要範囲であるガ否かを判定

する必要があるので」、と国と横須賀市との再協議を

要請している。

こうしだ市の姿勢を受けて、防衛施設庁は 12号バー

スの延長工事は「通常型空母を前提1こしている」と横

須賀市に回答。つまり、 12号バースを原子力空母が

使う段階で、市長は再協議を国に求めることができる。

仮に、住民投票によって、横須賀市民の原子力空母

ノーの蔦思が示されていれば、この再協議の場は、横

須賀市民の意思表示の場として、決定的な意昧を持つ

ことになる1まずだ。

●目標60000万人の署名

第2次の直接請求を成功させるだめにも、議会で

の可決1こ希望をつなくだめにも、第一次の署名を大き

く超える暑名を集めなくて1よならない。現在、「成功

させる会」では 3000人を目標に、受任者（署名の集

め手）の募集に力を集中している。新しい事務所で専

従とポランティアのスタッフ、そして市内の多くの運

動体のメンバーが一同に会して、「大きな仕事」に取

組んでいる。署名集めは 3月6日から 1ヶ月。

全国の皆さんには、ぜひ資金援助をあ願いいだしま

す。ひとりでも多くの横須賀市民に、この取組みを伝

えるだめに、私だちだけの資金では、できることは限

られてしまいます。市民基金のチラジを同封させてい

だだきました。ぜひご協刀ください。

(Iこいくら ひろし）

住民投票を成功させる会

横須賀市若松町 1-12 諏訪ビ）し 3階 B

8 046-824-6663 

FAX 046-824-6663 

e-Maii cvn2008@referendum-yokosuka.org 

言ご富ご言部執行委員長」 ::子力aの母港
三影憲一さん 疇詈広口

TEL34C-8四-66ぷ
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オキナワの暮鱚の三ヶ月
07.10.23~08.1.24 

飛行再開しだF15載闘攪（嘉手納、 08.01.15、リムピース提供）

● 10月24日

合年 7月、うるま市勝連の米軍ホワイトピーチに寄港しだ□サンゼルス級原子力潜水艦ハンプトン (6082ト
ン）の乗員が、原子炉の定期検盃を怠っだ上、記録を偽造して検盃を行っだように見せかけ、将校と兵士6人

が処分されていだことが 24日までに分かっだ。

● 10月25日

米軍航空棧の墜落事故を想定しだ日米の合同訓練が25日午前、浦添市のキャンプ・キンザーで行われだ。

● 10月26日

26日午後零時 20分ごろ、嘉手納基地で、不審な航空機が侵入したことを想定しだとみられる訓練を実施。

● 10月30日

嘉手納基地所属のF15戦闘機など計8穏が30日未明、米本国へ向け同基地を離陸した。午前3時51分に、

嘉手納町屋良で92デジベル（騒々しい工場内に相当）を記録しだ。周辺自治体は中止を要求していだが、米軍

は「運用上の都合」を理由に強行。未明離陸は 07年に入って 6回目。

● 10月31日

普天間飛行場の代替施設建設に伴う海域の現況調査（事前調査）で、沖縄防衛施設局が天然記念物ジュゴン

の餌場となっている藻場に調盃ポイントを示す標識とみられる鉄クイとナイロン製のロープを設置していだこ

とが分かっだ。

普天間飛行場のキャンプ・ジュワプ沿岸部への移設をめくり、日米が薔天間飛行場にはない航空徳弾薬搭載

場を代替施設に建設することで合意していだことを名護市が昨年 12月の段階で把握していだことが分かっだ。
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● 11月8日

米海兵隊報道部は 8日、部隊配備計画 (UDP)の一環とッて、沖縄国際大学：こ墜落しだ CH53D大型輸送ヘリ

コプターの同型喪 10懐と約 150人の兵士らを普天閻飛行場ここーテーシ三ン酉弘藷することを明らかこしだ。

● 11月 13日

在日米軍再編に基づく米軍キャンプ・ハンセンの陸上自衛隊の共可受甲悶題で、地元の儀武剛金武町長、東

肇宜野座村長、志塁屋文康恩納村長は 13日、負担増1こなるとし，て反対Jてい竺往来の姿勢を一転させ、共同

使用を受け入れると発表しだ。三町村長は「ハン：：：ン内の海兵隊芍る一う二冗「⇒ーヘ移転することや、三町村
が求めていだ金武地区消防本部の統廃合などiこ防衛省の協力が得已だること台ら受け入れを決めだ」と読明

しだ。この決定を受け、防衛省は同日、在日米軍再編への協力度合いこ：こー・て支払われる再編交付金の交付対

象に三町村を加える方針を決めだ。

● 11月20日

午前9時45分ごろ、伊江村西崎の伊江島補助飛行場上空でパラジュート降下訓練を行っていた海兵隊員 6

人が、施設フェンスを最大約 250メートル外れ、サトウキご畑やタバコ畑の民間地に降下しだ。最も近い住宅

地までは約 100メートルだっだ。降下ミスによる1プが人はいなかっだ。海兵隊員の所属は、沖縄防衛局が米軍

1こ照会している。同村では、昨年 10月と合年2月にも米兵がフエンス外の黙認耕作地や民間地へ誤って降下

している。

● 11月26日

米本国でF15載闘懐が墜落しだことを受け、飛行を停止していだ米軍嘉手納基地所属のF15が午前、約3

週間ぶりに飛行を再開しだ。午後 1時までに、約 15懐が離陸し、このうち、 1概が緊急着陸した。さらに 1

機が同墨地着陸後にトラプルが発生しだとみられ、携体のチェックを受けだ。鹿手納町屋良では、離陸時に最

高で94.6デジベル（騒々しい工場内に相当）の騒音を計測。米軍は事故当時の詳細や原因を公表しないまま、

飛行を強行しだ。

● 11月28日

米軍嘉手納基地報道部は、同基地所属のF15戦闘機全 53概の飛行を再停止すると発表しだ。米国で起きた

墜落事故に伴い、事故調査当局が発見しだ「新だな情報」に塞づき、太平洋空軍司令官が指示しだ。停止期間

は明らかにしていない。

● 12月3日

米軍嘉手納基地を拠点1こ、米空軍と米海兵隊合同の即応訓練が3日午前、始まっだ。海兵隊岩国基地（山口県）

から FA18戦闘攻撃機約30機と海兵隊約 600人が参加。同機1よ午後 1時までに 17懐が飛行し、このうち 2

機が緊急着陸しだ。壼手納町屋良の騒音測定器は最高値91.1デジベル（騒々しい工場内に相当）を計測した。

● 12月6日

米本国での墜落事故を受け、機体の点検作業中の米空軍厖手納基地所属のF15戦闘喪2機で、事故原因とみ

られる概体の構造を支える縦通材（ロンジロン）の亀裂が見つかっていだことが6日、分かっだ。米空軍が世
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界各地に展開している F15で、同部位に亀裂が確認されだのic:J;

現段階で言t5機。

● 12月7日

嘉手納基地を拠点に、 3日から行われていだ米空軍と米海兵

隊の大規模合同即応訓練は 7日、終了しだ。第 18航空団に加え、

岩国基地所属の FA18戦闘攻撃機約30機と海兵隊約 600人が

参加。有事1こ備え、実弾を装着して飛行する FA18、爆発音や煙

を伴う訓練などが確認されだ。一方で、基地周辺に住む住民か

らは騒音被害を訴える苦情が相次いだ。罷手納基地で米海兵隊

と合同で即応訓練を実施するのは初めてだ。

● 12月10日

罷手納基地に一時的に移駐している海兵隊岩国基地所属の ＿ ＿  

FA18戦闘攻撃機が、非人道的兵器として国際的に非難を受けて 08.01.18、「やんばる東村高江の現状」よ，）」

いるクラスター爆弾を装着して飛行しているのが 10日、確認されだ。目撃者によると、 FA18は午前 10時す

ぎ、 2懐が左翼下にそれぞれ4発のクラスター爆弾を装善して離陸。同爆弾には実弾を示すとみられる黄色い

帯状の印が確認されだ。約2時間後、嘉手納基地に着陸しだ際に1謀計 8発の同爆弾はなくなっていだことから、

沖縄本島周辺で使用した可能性がある。

● 12月25日

米軍北部訓練場の一部返還に伴い、ヘリコプター着陸帯（ヘリパッド）の移設作業が予定されている東村

高江区で25日、 8月以降、約4カ月ぶりに工事が再開されだ。沖縄防衛局が同日正午すぎ、移設作業地点の

N-4地区ゲート前に到着。移設に反対する住民が抗議する中、 10トントラック 2台分の砂利を搬入した。もう

一方の N-1地区ゲート前では、反対派住民が 2トントラック＿台の前に立ちふさがり、搬入を阻止しだ。

● 1月8日

金武町の米軍キャンプ・ハンセン「レンジ4」の米陸軍特殊部隊（グリーンペレー）の都市型載闘訓練施設

の移設問題で、07年度内で終了予定だっだ移設作業が 1年半ほど遅れ、09年度中ごろまでずれこむことが8日、

分ガっだ。沖縄防衛局が同日、同町議会に説明しだ。レ‘ノジ4では、移設完了までの予定で05年から騒音を

伴う射撃訓練や突破訓練などが暫定的に行われている。レンジ4移設では、同施設のレンジ16への移設に伴い、

同演習場内の 3カ所の既存訓練施設が玉突きで順次移設されることになっている。

● 1月13日

「在沖米海兵隊憲兵隊日本人驚備大隊」で「幹部らによるバワーハラスメント」の訴えが広がり、署名活動

に発展している。署名は基地従業員の幹部複数による「地位を利用しだ嫌がらせ」「日常生活をも脅ガすパワー

ハラスメント」を訴える内容。昨年 11月から 12月にガけて隊員 140人と元隊員ら 10人が署名し、多数の被

害報告も寄せられだ。 9カ月間仕事を何も与えられない、大声で罵倒されだり侮唇されたりなどのストレスか

ら精神疾患に陥り、配転や休職を余偽なくされた人たちがいる。この大隊は日本人の大隊長以下約230人の基
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地従業員で構成。米軍人である憲兵司令官の指揮下にあり、各基地ゲートで誓備1こ当だる。

● 1月14日

米本国での墜落事故をきっかけ！こ、飛行を停止していだ嘉手納基地所属G:;F15戦闘啜1己14日午前、飛行訓

練を再開しだ。昨年 11月4日の飛行停止以来、限定的に再開しだ薮日を除くと約2カ月ぷり。午後5時までに、

少なくとも24橙が離陸。このうち、2懐が緊急着陸しだ。罷手納町屋良では、午前臼ま50分！こ 102.2デジベル（電

車通過時の線路脇に相当）を計測しだ。

● 1月20日

嘉手納基地！こ隣接し、昼夜を問わず激しい米軍棧の爆音被害を受ける北谷町砂辺区で20日、「早朝離看陸・

爆音被害に対する住民大会」（王催・同実行委員会）が開かれ、 100人を超える区民が米軍懐の深夜・早朝の

離着陸中止と F15戦闘携の撤去などを求めだ。爆音被害1こ抗議する区民レベルの集会は同町で初めて。「私だ

ちは耐えに耐えてきだが、もはや我慢の限界だ」とのアピール宣言文を採択しだ。

● 1月24日

在日米軍が沖縄の本土復滞後も菅轄を続け、昨年 12月をめどに返還される予定だっだ沖縄本島周辺空域の

航空管制ジステム「箆手納ラプコン」について、日米合同委員会は 24日、 2010年3月までに返還することで

合意しだ。

米軍普天間飛行場の移設をめぐリ、名護市キャンプ・ジュワプ淵こ生息するジュゴンの保護を求め、日米両

国の自然保護団体などが米国防総省を相手に起こしている「沖縄ジュゴン括訟」で、米サンフランシスコの連

邦地方裁判所は 24日、同省の米文化財保護法(NHPA)違反を認定する判決を出しだ。基地建設によるジュゴ

ンヘの影響を回避する「考慮」を命じだ上で、環境影響評価（アセコメント）文書を同地裁t'.90日以内に提出

するよう求めだ。

海兵隊へ＇）が地上制圧の訓練（還手納、 08.01.14、リムビース提供）
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嘉手納基地のF15載闘機（リムピース提供）

継続こそ力なり れだけに辺野古実行委員会に結集する多くの人々が参

新暦正月と琉球暦正月 (2月7日元旦）の間に、恒 加する形で続いているのです。当日も 50名を越える

例の4日署名提出行動の 149回目、首相官邸と米国 知っだ顔の人々が結集していましだ。その中で毎月の

大使館に行って来ましだ。合回は、 7名が参加し 285 署名をあ願いし、最終的には 40名近く署名をしても

名分の署名を提出しましだ。 13回目の正月にもなる らいましだ。

と、夕万 6時、 7時過ぎに署名提出に行っても官邸事 その中で、沖縄の大先輩から「効果はあるのか、気

務職員が待っています。 休めではないの」とちょっびりきつい言葉を貰ってし

合回は鹿児島出身の事務官が出てきて新年の挨拶。 まいましだ。確かに意地でやっているというのが正直

それもコートも着ないで出てきてくれだので、風邪を なところです。そして、自分だちが続けている取組み

引かしては申し訳ないということで、手短に教科書検 評価を具体的な効果を星準1こするとIらもとないのが正

定意見の撒回と辺野古新基地建設を含む日米軍事再編 直なところです。しかし、これまで長年続いている諸

の停止を申し入れましだ。そして、正月の記念写真を 行動を見ると、政治的具体的効果というよりは、その

撮ってから米国大使館へ向かう途中、いつもの機動隊 ことによって自分自身の持続する意思を確認しだり新

指揮官が一人外堀通りであ出迎え。前回の時に近じガ しい人々とのつながりに期待し、政治状況の変化に

移動ということだっだので、退職したら一緒に歩きま よって必ず勝利するという希望を堅持するという事が

しょうと呼びかけて大使館へ。そこでも署名提出後に 大事だと思うのです。因みに、合年の元旦の行動とし

正月の記念写真をパチリ、バチリと写しだのでしだ。 て大木晴子さんのプログで凄く力になっだ報告があり

そして、翌週の月闊日 7日は、本格的な仕事始めの ましだ。過去40年以上続いている毎月 15日の安保

ようなもので、組合の仕事を終えてから 4年前ガら はいらないちょうちんデモが正月元旦に 673回目の

続いている防衛省前の抗議行動へ。当初は、毎週月曜 デモを行い、 30名近い人々が参加しだという元気な

日だっだのを一昨年秋、辺野古沖合い案を撤回させて 笑顔溢れるものでしだ。まだ、横須賀でも毎月月末の

からは、毎月第一月曜日の行動に集中しています。そ デモ、靖国国家護持法案に反対するキリスト者のデモ
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も30年から 40年以上続いているのを私は知ってい 戟争こ協力する芝竺こ昨年来の米国だらの広治釣圧コ

ます。 のて、こu匁さバこでフ1こ二回も会期を延長ンて年を函

そうしだ賣重な運動ict首都圏だけでなく、全国こも してまで成二さ已、そ乙過程で反対⑦先頭こ立ってい

あり、あ隣の韓国でも毎週水曜日に日本大使館前での だはずのLJら咤己匹三王き巴さるを~呂ないほど裏の圧

従軍慰安濡問穎での責任追及が持続しています。更1こ 刀iこさらさわ□乞ここ， こここです。
は、世界中で人権と自由、平和と安全1こ生きるだめに つまリ、 5―三合二三うこっI見妾げだ夫従属という一

持続しだ闘いが続いているのです。 本線でつるが~／ー：，，こと うここ―三ぅ二呉iぷ臼こは、

まさ1こ持続let力なL)とは、直接的な対象こ対する力 その持の王要ノ：：，！ー ミ倍晋三苧言呑ンつ祖父でA

の発渾というよしノも、怒しJと希望を持って闘い続ける 級載犯の岸i言↑で三 沢一己の父翠、小沢五雷喜

ここで成長ッていく王｛本的な力の価値を表現している が衆議院議戸委只三こと川良一氏：）次男竺衆議院議

ものだと思うのです。 院運営委員長乞竺バ兌でぢッロで、その也大勢の二

「新テ□特惜法」成立とは
世、三也議員が入二：：：A'.つ秘密資金で云治を屁力し

ていだオヤジ連中S-J紀昇子為の尻尾をi屋るれていると

＇弓ことです

畏走する日米軍事一体化

そして、この間こ鮮8月になっ

芝のict、日米軍事再産の現場で

はシピリアンニシ←ロー；レ、プ

；，9-エのよっだ＜ダi]かないほど

巳米軍事一年化i:"追行している

ことです。つまリ、合日の日本

も57年前と同じ米軍支配下に

ぁし）、今後も軍事再編の下で政

治、経済、軍事の従属化が進む

ということです。

そして、 10日から 11日

にガけての国会では、衆議

院が参議院の決定を覆して 3

分の 2以上の多数で「新テ

0特措法」を成立させてしま

いましだ。その日が私の 59

回目の誕生日だっだだけに、

余言tiこ怒り心頭、憤惑やるか

だない思いで一杯。更1こ許せ

なかっだのが、この件こ関す

るマスコミ報道です。殆んど

情報犯罪というしかないと

思いましだ。何故かといえ

ば、こうしだねじれ国会での

巽常事態は 57年ぶりと強調

するだけで、その内容の問題

点を明確に指摘せず、歴史的
座リ込み日 1380日(08.01.28、「ジュゴンの家」より）

だから、よく言われる日本は

米国の 52番目の州ですらなく、

相変わらずの栢民地状態だとい

うのが真実の姿なのだと私は見

かつ現実の日米関係と合後の軍事再編の未来を覆い隠 ています。この現実を何よりも良く表しているが日米

す意図が見え見えだっだからです。 軍事再編促追法という悪法でしょう。要する1こ、米軍

57年前というのは、マッカーサー GHQの支配下 再編1こ協力する自治体iこは交付金を与えるが、非協力

で、朝鮮戦争に閻接参加し、自衛隊の母体となる芸察 自治体に対しては市民生活がどうなろうと財政の締め

予備隊の発足準備やサンフランジスコ条約、日米安保 付けを強めるというもの。

条約が締結されるなど実質的な米国への従属政策が追 これは、まさしく平和憲法に照らして遍憲、悪法に

行していだ時代だっだのです。私が一番頭に来だのは、 他なりません。地方自治体に生活する国民の平和的な

そのとき強行成立しだ法律が、親米右翼の笹川良ーが 生存権よりも軍事戦略を優先するというのですから、

権勢を振るうきっかけとなっだ「モーターボート競走 もはや自公政権は非合法、戦時政府化しだものとして

法」だったのです。合回の法律も、アフガン、イラク 糾弾、打倒されなければなりません。
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岩国市長選を勝利しよう

しかし、現実は、全く逆のことが起こっています。

昨年の暮れ、自公政権の財政凍結攻撃を受けて井原岩

国市長が辞表を提出し、認められだのです。民衆の多

数意思で選出されだ市長が、政治的財政的圧力を受け

て辞めざるを得なかっだのは、 1956年に那覇市長1こ

当選しだ瀬長亀次郎氏であり、 95年の少女レイプ事

件を受けて対米協力を拒否し、辺野古新基地建設に反

対しだ大田昌秀氏と同じなのです。

この 2月 10日が、岩国市長選挙の投票巳となって

います。合現在、岩国市には物凄い圧力をかけて井原

氏の再選を阻止する自公政権の工作が進んでいること

でしょう。

何としても井原市長の再選を勝ち取るべく、市民投

票から市長選挙の過程で発揮しだ住民パワーと私だち

の総力を結集していきましょう。

戦争の準備が「粛々」と

更に、こうしだ政治の攻防戦の一方で、軍事的な突

出が同じく物凄い勢いで進んでいます。

昨年夏に、沖縄の嘉手納基地に強行搬入されだ

PAC3は、その後首都圏の入間、習志野と続き、 1月

30日未明には、横須賀の航空自衛隊武山分屯基地に

相次いで配備されてしまいましだ。それぞれに、地域

住民を中心に反対運動を展開し、ネットワークを組ん

で現場での抗議行動に取り組んだのですが、機動隊だ

けでなく右翼まで登場しての配備強行となっていま

す。

更に防衛省は、1月14日夜から 15日午前にかけて、

東京都新宿区の新宿御苑に、迎撃ミサイル・ PAC3の

関連車両を展開し、ミサイル発射地点としての適応性

調査を実施しましだ。自衛隊が戟時を想定して、自衛

隊施設以外の公有地にミサイル部隊を展開しだことは

初めてのことだっだだけでなく、関係自治体への事前

連絡とか承認を得るという手続きのない文字通りの軍

事優先行動だっだのです。

そして防衛省は、昨年度から 4年計画で全国 16ガ

所の基地に、 PAC3を配備する予定だと発表していま

す。まだ合後も、都内各地の発射地点候補地で同様の

16 

調査を実施し、発射地点決定後は、ミサイル発射喪本

体を使用した展開訓練を行うということです。このま

ま許せば、合後法的な根拠もなく、戦争を想定した

PAC3の展開訓練が公園などの公有地で行われ、通常

の訓練という名目で、国会での承認もないままに、防

衛省・自衛隊の独自の判断で、戟争の準備が開始され

てしまうということです。

こうしだ戦争する国づくりの進行を具体的に止める

広範な情報ネットワークと闘いを本当の危攪意識を

持って作っていきましょう。

「ジュゴン訴訟」に勝利しだ

一万、辺野古の新基地建設阻止の闘いの中で、

2003年 9月に県内外の自然保護団体が米国の団体と

ともに提訴しだ「ジュゴン訴訟」は、米サンフランジ

スコの連邦地方裁判所が米文化財保護法(NHPA)違反

を認定する判決を 1月24日に出しましだ。要するに、

米国防総省が敗訴しだもので、基地建設によるジュゴ

ンヘの影響を回避する「考慮」を命じだ上で、環境影

響評価（アセスメント）文書を同地裁に 90日以内に

提出するよう求めだのです。

原告の東恩納琢磨さんは「大勝利だ。米国政府に言

われて見直すのは恥ずかしいことだが、日本政府はそ

れをやらないと、世界から大きな批判を浴びる。（墓

地建設に）裔いハードルができだし、この判決を克服

するには、相当の労力と時間がかかる。それよりは、

辺野古への基地建設を見直した方が早い。ジュゴン保

護区の設置を米国民にも訴えていきだい」と沖縄タイ

ムスが報じています。

日本政府の景虐

しかし、米政府控訴するかどうか決定していない中

で、日本政府の町村官房長官は 25日の定例会見で、

普天間移設計画を変更することはないとの姿勢を強調

し、日米合意しだ代替施設案（V字案）について「サ

ンゴ、藻場、ジュゴンヘの影響を少なくしようと配慮

して出来上がっだ」と述べ、環境への影響は少ないと

指摘して計画通り環境影響調盃を進めると強硬姿勢を

崩さなかっだのです。更に、その上で「（代替施設建

設の）計画が環境にどういう影響があるか、環境影響
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評価をしているところだ。自然への影響を十分配慮し

ながら、負担軽減と邸止力維持を実現するだめ、一日

も早い移設を追めるのが日本の大方針だ」と強調しま

しだ。

こうしだ日本政府の傲慢な態度は、以前1こ果環境影

奮評価審査会が「アセス調盃前に方法書を書き直し、

公表・審盃等の措置を取らせるべきだ」とし、沖縄防

衛局がアセス前に予定地周辺海域などで実施している

視況調否1ごついても「ジュゴンやサンゴ類等の生物的

環境への影響が懸念されることから中止する必要があ

る」と要求しだことに対しても全く無視してきだこと

の延長線上にあリ、違

法を承知で米軍優先政

筈を強行するもので

す。

そうしだ襲虐 Iぶり

ながら、出発しだ日の夕方に叔母は亡くなっていだの

ですが、その滞在期間中あ世話1こなっだのが、叔母の

友人として 4年間ほど付き合っだという沖縄ガらの

留学生でしだ。 24歳1こなる彼女は、合年の 5月に卒

業して沖縄に帰るということで、沖縄iこついて多くの

ことを語り合う時間があリましだ。

彼女は、ちょうど 95年に起こっだ少女のレイプ事

件の被害者と同世代で、国際関係論を勉強してきだの

も、沖縄1こ平和を取り戻すの1こどうしだらいいかとい

う答えを求めてのことだっだようです。

来年が、諸摩侵略か

ら400年にあだること、

その時に国連1こ働きか

けて琉球諸島を非武装

地帯とする独立運動を

起こすことなど色々と

議諦することが出来ま

しだ。世代をつなくとい

うことはこういうこと

なのだろうと思います。

こうしだ新だな出会い

を叔母が作ってくれだ

ことに感謝しましだ。

1ょ、辺野古覆大浦溜で

の作業を強行し続けて

いるだけでなく、「合

年1こなってからも、市

民ポランティアを排除

するためだけの目的

で、ナナナナナ‘ノト！

48億円もの税金をム (08.01.28、「ジュゴンの家」より）
まだ、その出発の前日

の夜には、大木晴子さんが呼びかけだ阿佐ヶ谷ロフト

での「楽しく反戦」という集まりに行って、多くの人

と出会い、話を聞かせてもらいましだ。その中で、台

溜海峡で中国との軍事衝突が起こっだ場合、平和を回

復するだめに自衛隊を派遣すべきだという若者の意見

があり、対立のままではなく、多くの意見が交錯し、

深め合う議論となりましだ。

ダ遣いして、 11雙の巡視艇と、 3隻の小型船と、 30

隻のゴムボートを購入しだ他に、海上保安署を「保安

部」へと格上げしだ上に、 4月からは「刑事課」まで

新設されるのだ。「刑事課」の新設は、表向きは「テ

〇警戒業務や密餡対策などを行なうだめ」とかって抜

かしてるけど、こんなの、亘地反対派に難癖をつけて

カタッパジから逮捕するだめの準備としか思えない。

何しろ、この国の政府は、ニポン人のだめじゃなくて、

アメリカのだめに存在してんだから。」と有名な「きっ

この日記」で書かれてあったように、文字通りの弾圧

態勢で強行突破を図るという状況になっているので

す。

アメリカ訪問での出会い

実は、 1月23日から 27日までフロリダ州オランl

図こ叔母の危篤連絡を受けて滞在してきましだ。残念

こうしだ混沌としだ状況の中で、一人ひとりが責任

ある生き万を生き抜くことが大事なのでしょう。そこ

から始まり、大きく広がり、これまで不可能と思われ

ていだことが、いとも簡単に可能になると機が必ず来

ます。平和な時代を作るだめに、怒りと希望をもっ

て必ず勝利するまで負けない闘いを続けて生きだいと

思ってアメリカから帰ってきましだ。

（ああだ だけし万
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|ア”ガニスタン餌り I
里主の生活で一番の楽しみと言えば、まず「食」

,.,,、た。異文化理解の第一歩は「胃」文化理解と私

は常々思っている。仕事のあるエ漏巳から木曜日（当

地では金擢日が休日）は、通常われわれ日本人ワーカーの朝食lcl:ナンと茶が基本だ。私は朝4時に起床すると（宿

舎出発が5時）、食堂1こ行く。テープルには管理人が買ってきだ焼きだてのプンが風呂敷1こ包んで（乾燥が激し

く、焼きだてのナンでさえも外気に瀑してあくと瞬く間1こ湿気を失い固くなL）歯が立だなくなる）、まだ沸かし

だ湯ガポットに入れて置いてある。クリームチーズ（街の食料品店で売っている）やママレード、リンゴジャ

ムをナンに載せて、紅茶を飲みながら食べる。茶（チャーイ）は、緑茶も用意してある（当地では「ジンチャー

イ（＝緑茶）」と言い、一般に砂糖（ウガ）を入れて日常的によく飲まれる）。

昼食は仕事が終わる 1時（ラマダーンまでの夏時間）に、濯漑用水路の建設現場で現場事務所の調理人が

つくって配給する給食をいただくが、その前1こ10時にはあ茶の時間（30分間、日雇いの現地作業員だ

ちはこの時間1こ朝昼食＝プランチを摂るが、その内容はナンと茶、パニールと呼ばれる生チーズの欠片といっ

だ質索なもの）が設けられていて（だだし、ラマダーンの始まる九月中旬頃まで）、ナンと緑茶、フライドポテ

ト（ジャガイモを薄切りにして油でしっとり揚1--Jだ）が出される。昼食のメニューは、ナンとライス（ピラフ

のようなサラッとしだ感触の炊いだご飯）は毎日のあきまり、その上に曜日によって肉料理、野菜料理、豆料

理がそれぞれ 2回ずつ劉り当てられている。肉は土日、野菜は月火、豆は水木といっだ具合だ。肉（グワッハ）

料理ほ骨付きの牛肉（当地ではキロ当だり 140~160バキスタンルピー）とジャガイモの煮込み、これは私の

大好物となっだ。野菜料理は単一の野菜（ときにはトマトが入る）を煮込んだもので、オクラやインゲン、カ

ポチャ（日本のカボチャよりもずっと水っぼく冬瓜のよう）、カプなど季節季節1こ穫れる野菜が調理される。豆

料理はヒヨコマメ（ナコド）やウズラマメのいわゆる煮豆で、ウズラマメ（ルビア）の煮豆はなかなかあいしい。

休みの日には、宿舎で日本ガら送ってもらっだ白玉粉で団子をつくり、これを入れて食べだL）もする。

夕釦、宿舎での自炊だ。現場から宿舎に戻るのは大抵四時前後だが、炊事当番を割L）当てられだ新参の

日本人ワーカーが宿舎に戻った後、日本人ワーカー全員分の食事をつくる (10人分程度）。食材は、宿

舎の管理人に前の晩のうちに購入を頼んであくが、頼んだ食材が必ずしもその日のパザールに出ているとはガ

ぎらない。購入されだ食材を見て急逮献立変更を余

潟なくされることもある。ジャララバード市街の緊

華なパザールに行って店頭に並んだ野菜や肉、調味

料、できあいの総菜を実際に見ながら献立を決め、

食材を購入できればそれがよいのだが、なにせ治安

の悪化が懸念されるなか、休みの日でもわれわれ日

本人ワーカーは市街1こめったに買い物にさえ出かけ

ないのが現状である。自由に市街を歩き、当地の珍

しい食べ物をいろいろ試せだらだらどんなにガ楽し

いだろう、そう思いつつ、当地の野菜価格 (8~10月）

を表にまとめてみだ。価格は収穫の時期や野菜の質

によって変動するから必ずしも一定ではない。通貨

単位はパキスタンルピー (R1;¥2)、製量単位は現地

固有のものもある。ちなみに「ゲダ」は「束」、といっ

ても一束は日本の三倍くらいの量だ。キャベッは小

さく固く、トウモロコジやニンジン、ダイコンは日

本のものに比べ貧弱だ（細く小さい）。 （R) 

食料品目 バシュトゥー語 数量 価格 (Rs)

アカカプ 1ゲダ 1C 

インゲン シンランパセラ 1.0kg 35 

オクラ レCミヤン 1 0kg 15~25 

カリフラワー 1個 3( 

キャベッ カラン 1個 30~ 4C 

キュウリ レqドラン 5本 3( 

サトイモ 1チャラック 35 

ジャガイモ カチャル 3 5kg 55~65 

ショウガ アグラック 0.5kg 50~6( 

ダイコン マリィ 2本 10~15 

タマネギ ビアズ 3.5kg 35~6( 

トウモロコシ ジョアル 4本 3( 

トマト ロミ 2 0kg 15~ZS 

ナス トルパンジャン 2.0kg 3( 

ニガウリ ガレラ 1.0kg 20~4( 

ー-フ- ガンダナ 1ゲダ 2( 

ニンジン ガゼリ 1.0kg 30~4( 

ニンニク ウガ 0.5kg 3( 

へチマ トライー 1.0kg 2( 

ホウレンソウ ファルク 1ゲダ 15~ZS 
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春
の雪解けに合わせて、タリバン

の攻勢が激化するのではない

か。都市部の武力制覇がタリバンの

常套的な載術だから、ジャララバー

ドも当然攻撃の対象になるだろう。

との予測にもとづいて、タリバンの

本格的な攻勢が始まる前に…と、灌

漑用水路の第 2期建設工事は、すで

に通水しだ 13キロをさら1こ7キロ延

長しようと急ピッチで進行中だ。こ

の延長工事が完了すれば、農業用水

にまっだ＜恵まれなかっだ乾燥しだ

土地でも、小麦や野菜の栽培が可能

になり、パキスタンの難民キャンプ

から強制退去させられだアフガニス

タン難民百万のうち、二0万ほどは

定住が可能になると試算される。エ

事現場の近くの地王のところに、相

樹床造成のために使う土（ハウラ）

の掘り出しを頼みに行っだ折、民家

の壁に絡んだプーゲンピリアの鮮や

ガな赤い花に感動し、民家の主人を

入れて写真に収めだ。 (2007.10.25)
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rー→舎のメス猫が昨夏

侶子猫を 2匹産んだ。

細い華奢な体で 2匹の子

猫1こ授乳するのは大変な

苦労1こちがいない。人が

貧しさ故1こ飢えるこの国

で…、そう思うと心が涌

んだが、日本に一時帰国

しだ際に購入しだキャッ

トミルクを湯1こ溶いてメ

ス猫に与えると、メス猫

はよろこんで皿を祇め

だ。メス猫1こAt-at、 2

匹の子猫IZAfa、 Atiと

それぞれ名前をつけだ。

(2007.10.18) 
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編隼室ガら 会計報告

会費、カンパのあ振込みをあ願いし

だところ、多くの方からご入金いだだ

きましだ。感謝いだします。

ところが、皆様にあ知らせしだ振込み

状況に過ちがあると、沢山の万からご叱

責を受けましだ。申しわけありません。

こちらの記録ミスです。

再度見直します。どうか、ご勘弁を。

いやはや、社会保険庁と同じ穴のむじ

なという気分で、言い訳できません。

新年を迎え、 OSは使い慣れた Mac

OS 9から MacOS Xに、本誌の編集ソ

フトは使い慣れだページメーカーから

インデザインにそれぞれ替えましだ。と

いう訳で、ちょっと趣が変わりましだ。

【収 入】

(07.12.1 6~08.01.1 8) 

1 先月からの繰越

2 当期の収入

(1)会費収入

①維持団体

②維持涸人

③参加団体

④参加個人

⑤通信会員

(2)カンパ収入

(3)運動収入

(4)預金利子・資料収入

出】【支

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

＇ 2

2

9

8

 

1

1

5

2

 
~
 

105, 110 

211,000 

3 当期の支出

(1)郵送費

(2)文具・備品

(3)振込手懃料等

(4)分担金

(5)0ッカー代

(6)雑費・備品

0

5

0

0

0

0

 

0

8

6

2

 

5

4

5

5

 

．
 

7

0

3

1

 

2

1

 

［残 裔】

39,505 

4
 
次月への繰越 276,605 
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